
条 
 

例 
 

埼
玉
県
観
光
づ
く
り
推
進
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 
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埼
玉
県
観
光
づ
く
り
推
進
条
例 

埼
玉
県
は
、
秩
父
の
山
々
や
武
蔵
野
の
面
影
を
残
す
雑
木
林
に
代
表
さ
れ
る
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り

の
緑
、
利
根
川
や
荒
川
な
ど
の
河
川
が
県
土
に
占
め
る
面
積
の
割
合
が
全
国
一
と
い
う
豊
か
な
水

の
流
れ
、
さ
い
た
ま
新
都
心
の
ビ
ル
群
と
見
沼
田
ん
ぼ
や
三
富

さ
ん
と
め

新
田
と
い
う
都
市
と
田
園
の
両
方

の
魅
力
、
放
射
状
に
伸
び
る
新
幹
線
と
縦
横
に
貫
く
高
速
道
路
な
ど
の
充
実
し
た
交
通
網
、
盆
栽

や
植
木
、
鋳
物
、
人
形
な
ど
の
伝
統
産
業
か
ら
最
先
端
の
技
術
を
誇
る
工
業
ま
で
多
種
の
も
の
づ

く
り
な
ど
、
多
彩
な
特
性
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
勇
壮
な
屋
台
囃
子
の
秩
父
夜
祭
、
県
名
発
祥
の
地
で
あ
る
さ
き
た
ま
古
墳
群
、
蔵
づ

く
り
の
街
並
み
が
残
る
川
越
な
ど
の
歴
史
や
文
化
、
ご
当
地
の
味
覚
、
盛
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、

新
旧
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。 

 

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
み
、
社
会
全
体
の
活
力
が
低
下
し
て
い
る
今
、
私
た
ち
は
、
こ

う
し
た
特
性
や
魅
力
を
十
分
に
い
か
し
て
、
名
所
、
旧
跡
な
ど
を
巡
る
こ
れ
ま
で
の
観
光
は
も
と

よ
り
、
来
訪
者
と
の
心
の
触
れ
合
う
交
流
や
、
体
験
型
観
光
を
は
じ
め
と
す
る
新
し
い
観
光
な
ど
、

多
様
な
形
態
の
観
光
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、
明
る
く
、
元
気
で
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
訪
れ
て

よ
か
っ
た
と
思
え
る
埼
玉
県
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、
県
、
市
町
村
、
県
民
、
観
光
事
業
者
及
び
観
光
関
係
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
観
光
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
制
定
し
ま
す
。 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
本
県
の
観
光
づ
く
り
に
つ
い
て
の
基
本
理
念
を
定
め
、
県
の
責
務
並
び

に
県
民
、
観
光
事
業
者
及
び
観
光
関
係
団
体
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
観
光
づ
く

り
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
生
活
の
向
上
及
び
県
民
が
誇
れ
る
地
域

社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。 

 

一 

観
光
づ
く
り 

名
所
、
旧
跡
等
を
巡
る
こ
れ
ま
で
の
観
光
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
特
性
及

び
魅
力
を
い
か
し
、
体
験
型
観
光
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
緑
豊
か
な
農
山
村
地
域
に
お

埼
玉
県
条
例
第
十
九
号



い
て
、
そ
の
自
然
、
文
化
、
人
々
と
の
交
流
等
を
楽
し
む
滞
在
型
の
余
暇
活
動
を
い
う
。
）

そ
の
他
の
多
様
な
形
態
の
観
光
を
創
出
す
る
取
組
を
い
う
。 

 

二 
観
光
事
業
者 

観
光
に
関
係
す
る
事
業
を
営
む
者
を
い
う
。 

 

三 
観
光
関
係
団
体 

観
光
事
業
者
及
び
行
政
機
関
で
構
成
す
る
団
体
そ
の
他
の
観
光
に
関
係

す
る
活
動
を
行
う
団
体
を
い
う
。 

 

（
基
本
理
念
） 

第
三
条 

観
光
づ
く
り
は
、
観
光
産
業
の
振
興
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
経
済
の
持
続
的
な
発
展
、

雇
用
機
会
の
増
大
、
豊
か
な
生
活
環
境
の
創
造
等
に
よ
る
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現
並

び
に
自
然
、
歴
史
、
文
化
そ
の
他
の
地
域
の
特
性
及
び
魅
力
の
再
確
認
に
よ
る
県
民
の
愛
県
心

の
醸
成
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
下
に
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
県
の
責
務)

 

第
四
条 

県
は
、
前
条
に
定
め
る
基
本
理
念
（
以
下
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。
）
に
の
っ
と
り
、

観
光
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
観
光
事
業
者
及

び
観
光
関
係
団
体
へ
の
支
援
並
び
に
市
町
村
、
観
光
事
業
者
及
び
観
光
関
係
団
体
相
互
の
連
携

促
進
を
図
る
責
務
を
有
す
る
。 

２ 

県
は
、
観
光
づ
く
り
に
お
け
る
市
町
村
の
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、
市
町
村
が
観
光
づ
く
り

に
関
す
る
施
策
を
積
極
的
に
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 
(

県
民
の
役
割)

 

第
五
条 

県
民
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
来
訪
者
を
お
も
て
な
し
の
心
で
温
か
く
迎
え
る
と

と
も
に
、
自
然
、
歴
史
、
文
化
そ
の
他
の
地
域
の
特
性
及
び
魅
力
を
守
り
、
育
み
な
が
ら
後
世

に
伝
え
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

県
民
は
、
地
域
に
お
け
る
観
光
づ
く
り
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
観
光
事
業
者
等
の
役
割
） 

第
六
条 

観
光
事
業
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
来
訪
者
に
快
適
な
サ
ー
ビ
ス
及
び
環
境
を

提
供
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

観
光
関
係
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
県
民
、
市
町
村
、
観
光
事
業
者
及
び
他
の
観

光
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
観
光
づ
く
り
に
資
す
る
活
動
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
。 

３ 

観
光
事
業
者
及
び
観
光
関
係
団
体
は
、
県
が
実
施
す
る
観
光
づ
く
り
に
協
力
す
る
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
。 

（
県
民
の
お
も
て
な
し
の
心
の
醸
成
） 

第
七
条 

県
は
、
県
民
が
来
訪
者
を
お
も
て
な
し
の
心
で
温
か
く
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

情
報
及
び
学
習
機
会
の
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
観
光
づ
く
り
に
寄
与
す
る
人
材
の
育
成
） 



第
八
条 

県
は
、
観
光
づ
く
り
に
対
す
る
意
欲
及
び
知
識
を
有
す
る
者
並
び
に
観
光
づ
く
り
に
つ

い
て
の
指
導
者
の
育
成
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
特
産
品
の
開
発
及
び
販
売
の
促
進
） 

第
九
条 
県
は
、
地
域
の
特
性
及
び
魅
力
を
い
か
し
た
特
産
品
の
開
発
及
び
販
売
を
促
進
す
る
た

め
、
観
光
事
業
者
等
に
よ
る
特
産
品
の
開
発
及
び
販
路
開
拓
に
当
た
っ
て
の
助
言
そ
の
他
の
必

要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

（
観
光
情
報
の
発
信
） 

第
十
条 

県
は
、
様
々
な
機
会
及
び
媒
体
を
通
じ
て
、
国
内
及
び
国
外
に
向
け
た
積
極
的
な
観
光

情
報
の
発
信
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

（
広
域
的
な
観
光
づ
く
り
の
推
進
） 

第
十
一
条 

県
は
、
近
隣
都
県
と
の
緊
密
な
連
携
に
よ
る
広
域
的
な
観
光
づ
く
り
を
推
進
す
る
も

の
と
す
る
。 

 

（
国
外
か
ら
の
来
訪
促
進
） 

第
十
二
条 

県
は
、
国
外
か
ら
の
来
訪
を
促
進
す
る
た
め
、
受
入
体
制
の
整
備
そ
の
他
の
必
要
な

施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
来
訪
者
の
安
心
、
安
全
か
つ
快
適
な
環
境
の
整
備
） 

第
十
三
条 

県
は
、
す
べ
て
の
来
訪
者
が
安
心
し
て
、
安
全
か
つ
快
適
に
観
光
が
で
き
る
環
境
の

整
備
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
観
光
地
に
お
け
る
良
好
な
景
観
及
び
環
境
の
保
全
等
） 

第
十
四
条 

県
は
、
県
内
の
観
光
地
に
お
け
る
良
好
な
景
観
及
び
環
境
の
保
全
及
び
形
成
を
図
る

た
め
、
県
民
、
市
町
村
、
観
光
事
業
者
及
び
観
光
関
係
団
体
（
第
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
「
県

民
等
」
と
い
う
。
）
が
行
う
良
好
な
景
観
及
び
環
境
の
保
全
及
び
形
成
に
関
す
る
活
動
並
び
に

美
化
活
動
に
関
す
る
取
組
に
対
す
る
支
援
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
観
光
づ
く
り
の
た
め
の
基
盤
整
備
） 

第
十
五
条 

県
は
、
観
光
づ
く
り
の
た
め
の
基
盤
整
備
を
図
る
た
め
、
観
光
に
関
す
る
施
設
の
整

備
、
道
路
の
整
備
、
交
通
機
能
の
充
実
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
基
本
計
画
） 

第
十
六
条 

知
事
は
、
観
光
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、

観
光
づ
く
り
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）

を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

知
事
は
、
基
本
計
画
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
県
民
等
の
意
見
が
反
映
さ

れ
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

知
事
は
、
基
本
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
議
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、

公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



４ 

前
二
項
の
規
定
は
、
基
本
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

５ 

知
事
は
、
毎
年
、
基
本
計
画
に
定
め
ら
れ
た
観
光
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
の
実
施
状
況
を
議

会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
推
進
体
制
の
整
備
等
） 

第
十
七
条 
県
は
、
観
光
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 


